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世界の鉄鋼業再編とブラジルにおける攻防 

 

桜 井 敏 浩 

 
1．ブラジルの鉄鋼産業 

 ブラジルはオーストラリアとならんで世

界最大の鉄鉱石産出・輸出国であるが、原料

立地ということで、1917 年に一貫製鉄 Belgo 

Mineira が創設されるなど早くから鉄鋼業が

興され、第二次大戦後に輸入代替工業化の基

幹として、公営や外資との合弁で今日のブラ

ジル鉄鋼業を担う企業群が設立された。それ

らは1991～93年の間に民営化された（表1）。 

ブラジルの2006年の粗鋼生産量3,090万ト

ンは、一国でラテンアメリカ（6,200 万トン）

の二分の一を占める規模だが、世界全体（12

億 3,950 万トン）から見れば 2.5％を占めるに

すぎない（表 2）。ここ 10 年の間に M&A を

駆使してグループとして世界 10 位（粗鋼

1,840 万トン／年）にランクされる鉄鋼企業に

成長したゲルダウ(Gerdau)グループ（ブラジ

ル国内生産は同グループ全体生産量の 35％

弱）を除けば、個々の企業は他の先進国に比

べるとまだ小さい。特に昨今の世界的な鉄鋼

再編により巨大鉄鋼企業が誕生する中で、1

社・グループの年産が 3,000～4,000 万トン間

もなく 5,000 万トン規模になるといわれてい

る中で、ウジミナスでも 900 万トンに届かず

世界 30 位前後にある。 

規模の大小は競争力に大きく影響するこ

とから、ブラジルにおいてもこれまで統合が

進み、また外国の鉄鋼業が資本参加し主導権

を取ることが行われてきた。例えば、ウジミ

ナスによるコジッパ買収（1993 年民営化時）、

ゲルダウのアソミナス子会社化など国内で

の統合や、川崎製鉄が創設株主のひとりであ

るツバロン(CST)の大株主となったアセジタ

の資本の大半をフランスのユジノール（後に

アルセロール）が取得するなど、海外企業に

よる買収を含め統合の途上にある（表3）。 

 

2．急激に進む世界の鉄鋼再編の流れ 

 装置産業である鉄鋼業は、規模の大小が製

造コストに直結する度合いが大きいため、近

年経営規模の拡大を目指して企業統合が盛

んに行われ、世界の名だたる鉄鋼メーカーの

顔ぶれはこの 10 年間で大きく変わっている

（表 4）。 

 2002 年にユジノール（フランス）、アルベ

ッド（ルクセンブルグ）、アセラリア（スペ

イン）が合併して世界最大のアルセロールが

誕生した。この年、日本でも川崎製鉄とNKK

（日本鋼管）が経営統合して JFE スチールが

発足、新日鉄も住友金属工業と神戸製鋼と包

括提携して 2 大グループに分けられた。 

一方、LNM グループ（本社はオランダ）

は、インド人ラクシュミ・ミタル氏がインド

ネシア、トリニダード・トバゴを皮切りに、

東欧での不振鉄鋼メーカーを次々に安値で

買収、リストラにより経営を立て直す手法で
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表 1：ブラジルの主要鉄鋼業の創設と民営化 

   所在州   操 業   民営化    設立の背景等 

 国立製鉄所(CSN) 

 ウジミナス(Usiminas) 

 パウリスタ(Cosipa) 

 ツバロン(CST) 

 アソミナス(Açominas) 

  RJ 

  MG 

  SP 

  ES 

  MG 

 1946 年 

 1962 

 1963 

 1983 

 1985 

 1993 年 

 1991 

 1993 

 1992 

 1992 

国営,米国からの融資 

日本との合弁 

一部民間資本 

日本,ﾌﾞﾗｼﾞﾙ､ｲﾀﾘｱ合弁 

ﾖｰﾛｯﾊﾟからの融資 

  出典：『現代ブラジル事典』P.153 を基に作成 

 

 

 

表 2：主要国の粗鋼生産量（2006 年） 

 1,000 トン  1,000 トン 

 中 国 

 EU 

    うちドイツ 

    イタリア 

    フランス 

    スペイン 

    英国 

 日 本 

  422,660 

   206,825 

    47,224 

    31,600 

    19,852 

   18,391 

    13,871 

   116,226  

  CIS 

  うちロシア 

  米国 

  韓 国 

  インド 

  ブラジル 

  (メキシコ) 

  (ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ) 

    119,766  

     70,830  

     98,557  

     48,455  

     44,001  

     30,901  

     16,313  

      5,533  

             出典：日本鉄鋼連盟資料より作成 http://www.jisf.or.jp/data/jikeiretsu/syuyoukoku.html 

 

 

 

表 3：現在のブラジル主要鉄鋼グループ（年間生産量・売上高は 2006 年） 

 粗鋼生産量 

(千トン) 

売上げ高

(百万ﾚｱﾙ)

主 要 株 主 等 

 Arcelor Brasil 

 ( B e l g o  M i n e i r a )

 ( C S T) 

 Acesita 

   3,569.3   

  

    809.5  

  14,058.6   

 

   3,442.4  

Arcelor 本体は 2006 年に LNM (ﾐﾀﾙ－ｵﾗﾝﾀﾞ)に買収された 

CST は川崎製鉄(現 JFE)が創設 3 株主の一つだった 

 

Arcelor 傘下,CST を支配 

 Usiminas, 

 Cosipa 

   8,770.3    12,415.0  日本ｳｼﾞﾐﾅｽ，新日鉄，Votorantim，CVRD 

Usiminas が 95%保有 

 Gerdau, 

 Açominas 

   6,994.0    23,617.0  条鋼中心のﾄﾞｲﾂ移民系民族資本、 

ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ,米国にも進出 

 CSN    3,499.3      9,040.0  ｽﾀｲﾝﾌﾞﾙｯｸ氏率いる Vicunha 財閥が支配 

 そ の 他    2,122.4    

    計 30, 9 00 . 9   

出典：「鉄鋼業界レポート」2007 年第一四半期号 双日㈱鉄鉱石課 2007 年 4 月より作成 
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表 4：世界の主要鉄鋼メーカーの再編（粗鋼生産量：万トン） 

1995 年  2006 年 備    考 
順位 企業・グループ 粗鋼年産  順位 企業・グループ 粗鋼年産  

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

新日本製鉄  （日)

POSCO  （韓） 

ﾌ゙ﾘﾃｨｯｼｭ･ｽﾁー ﾙ （英)

ユジノール  （仏)

リバ・グループ（欧)

ｱｰﾍｯ゙ﾄ゙･ｸﾞﾙｰﾌﾟ（欧)

ＮＫＫ    （日） 

ＵＳｽﾁｰﾙ （米) 

川崎製鉄   （日）

住友金属工業 （日）

2,684 

2,343 

1,574 

1,550 

1,440 

1,150 

1,126 

1,103 

1,044 

1,044 

 1 

 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

ＬＮＭｸﾞﾙｰﾌﾟ（蘭） 

ｱﾙｾﾛｰﾙ（欧） 

新日本製鉄  (日) 

ＪＦＥｽﾁｰﾙ   （日） 

POSCO    (韓） 

ﾀﾀ(印)+ｺｰﾗｽ(英蘭)

上海宝鋼集団 （中）

ＵＳｽﾁｰﾙ （米） 

3,370

3,202

3,120

2,395

2,253

2,125

買収した ISG(米)合算  * 

Usinor+Arbed+Acerali *    

神戸製鋼､住友金属包括提携 

川崎製鉄･NKK が合併 

新日鉄が少数資本参加  * 

ｺー ﾗｽ8位,ﾀﾀ50位前後(05年) 

新日鉄が技術指導  * 

    18 

11,798

28 
住友金属工業  （日） 
ｳｼﾞﾐﾅｽ  (伯) 

1,358
    890

* 
* 

＊ は、新日鉄が事業提携・技術供与等の関係を結んでいるグループ 

出典： “Metal Bulletin”（英金属産業専門誌）、産経新聞 2007 年 3 月 28 日付、 htttp://www.net-ir.ne.jp/ir_magagine/ より作成 

 

 

急速に拡大して 2005 年には世界第 2 位の規 

模にまでになった。ミタルのかかる世界規模

での買収は、建築資材等向け汎用鋼は輸送コ

ストを減らすため、需要地に近い所に小規模

でよいから立地した方が得という発想に基

づくものである。この LNM が、2006 年に何

と世界一となっているアルセロールに敵対

的買収を仕掛けたのである。アルセロール経

営陣やフランス、ルクセンブルグ政府の抵

抗・反対にもかかわらず、「汎用鋼中心に世

界規模で展開している LNM と、自動車向け

など高級鋼中心のアルセロールの統合は相

乗効果があり、株式価値を上昇させる」とい

う約束により、投資ファンドやアルセロール

の特に個人株主を味方に引き込み、買収に成

功した。ここに 1 億 1,800 万トンと、世界の

粗鋼生産量の約 10％を占め、一気に世界 2 位

の新日鉄の 3.5 倍の規模になる巨大グループ 

アルセロール･ミタルが出現した。 

 

 

3．アルセロール・ミタル出現による日本鉄

鋼業の危機感 

アルセロール・ミタル(AM)グループの総帥

ラクシュミ・ミタル氏は、突出した世界一の

鉄鋼メーカー・グループを実現しても、引き

続き企業買収や既買収製鉄所の拡張によっ

てさらに規模を拡大するとしており、「世界

の鉄鋼業はいずれ 1、2 の企業グループに集

約されるだろう」との見通しを公言している。

同氏の次の狙いは、①未だ拠点を持たない日

本、韓国といった東アジアでの鉄鋼メーカー

買収、②自動車用鋼板などの高級鋼の生産技

術を持つメーカーの支配、③世界規模での生

産・供給態勢の構築；にあるとみられる。 

 ②については、現在先端を行く鉄鋼企業に

とって、世界各地に生産工場を拡大している

日本、欧州、米国の自動車メーカーに、高級

鋼材（優れた表面性状、曲げ加工性、軽量化

を測りながら高強度維持）を、品質納期とも

安定して供給することが大きな使命になっ
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ている。新日鉄がフランス等欧州に進出した

日本の自動車メーカーへの供給のために、ユ

ジノールから継承したアルセロールに自動

車用特殊鋼材の技術供与を行っていること

から、それを他の AM 工場に広く開示・使用

することを AM は執拗に求めてきたが、新日

鉄はこの高級鋼板製造技術こそが生き残り

の鍵として、従来の契約維持には同意したも

のの技術拡散は拒否し、一方で米国では現行

の合弁の枠内での強化による提携拡大を合

意するという苦渋の決断を行っている（2007

年 7 月 14 日付各紙）。 

 これまでの世界の鉄鋼業は、①高付加価値

製品と汎用製品、②世界相手と一定地域向け

の供給先の違いによって棲み分けてきたと

いえるが、AM の出現は必ずしもそれだけで

現在の企業グループが地位を保てるかを疑

問視させることになった。最近でも世界約 50

位のインドのタタ製鉄が、8 位の英国コーラ

スを買収しており、新日鉄は韓国 Posco、中

国の宝山鋼鉄集団との提携、株式持ち合いの

協議を進めるなど、日本企業も強い危機感を

持つに至っている。 

 

4．新日鉄のウジミナスへの直接参画  

 先の表 3 で見たとおり、ブラジルの鉄鋼業

はすでに 4 大グループに集約されている。ツ

バロン(CST)は資本のほぼ 100％を AM が所

有し、アセジタも資本の 95％以上を AM が保

有する形となっており、両者ともに AM グル

ープに組み込まれてしまった。 

 ゲルダウは、規制や税等負担の厳しい国内

生産よりも米国，アルゼンチンに進出すると

いう独自路線を採ってきた延長線上で、米国

における M&A に加え最近ではインド鉄鋼企

業への M&A も開始するなど、一層のグルー

プ規模の拡大を図っている。また近年はブラ

ジル国内でも生産拠点の拡大に努めている。 

 CSN は、繊維大手のビクーニャ・グループ

が主導権を取り、リオ･ドセ社民営化時には

その落札者となったが、コーラスとの統合を

試みて失敗するなど、その去就が定かでなく、

次に“狙われる”可能性が強い。 

 ウジミナスは、日本の資金と技術に依存し

てきた歴史があるが、これまで日本ウジミナ

ス（新日鉄と国際協力銀行が主要株主）の方

針が定まらず、あわや CST の二の舞との懸念

もあったが（桜井 2005）、ここへきて、新日

鉄はグループ生産規模の拡大、ブラジルを含

むラテンアメリカ・米国･欧州での日本の自

動車メーカー等への高級鋼材の供給拠点と

して、日本ウジミナスの子会社化とウジミナ

スへの直接出資 1.7％（2006 年 12 月 21 日公

表）、日本ウジミナスのウジミナスへの出資

比率引き上げ（19.4％から 21.6％へ）を行う

ことにより、ウジミナスをその持分法適用会

社とした。これによりウジミナスは日本グル

ープが最大株主になり、ブラジルを代表する

民族資本であるボトランチン・グループとの

協調により安定した経営を行える体制とな

った。さらに、新日鉄はウジミナスに最大 1

兆円を投じて既存製鉄所の能力拡大 220 万ト

ン／年および新規一貫製鉄所 300 万トン／年

の建設を行わせ、2010 年には生産設備をこれ

までの 1.5 倍に拡張することにしたが、その

際にこれまで秘中の秘として外部に出さな

かった技術を供与することにより、ウジミナ

スを北米等の市場に高級鋼板を供給する拠
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点に育成するとの方針に転換した。 

しかし、ブラジルから欧米市場向けに高級

鋼を出そうというのは、アルセロール･ミタ

ルも CST を拠点に同じく意図している。規模

拡大と得意の高級鋼生産拡充により生き残

りを賭ける世界の鉄鋼業が、その世界戦略の

一環として今ブラジルをはじめ各国での生

産拠点構築の本格参入に乗り出そうとして

いる。すなわち、現代のグローバリゼイショ

ンは、遠い欧米での企業統合が日本企業にも

重大な影響を及ぼし、それがまたブラジル等

ラテンアメリカの産業再編を促すことにな

ってきた。もはや先進国、開発途上国を問わ

ず、地球規模での経営（生産､販売）を考え

ないと、企業存続が難しい時代になってきて

いるのである。 
（さくらい・としひろ  徳倉建設㈱特別顧問、 

拓殖大学講師、当協会理事） 

 
参考文献（一般公開資料のみ） 
ブラジル日本商工会議所編.  2005.  『現代ブラジル事

典』（小池洋一、桜井敏浩ほか監修）新評論. 
桜井敏浩.  2004.  「変貌する産業と企業活動」（堀坂浩

太郎編『ブラジル新時代 ―変革の軌跡と労働者党政

権の挑戦』）勁草書房. 
桜井敏浩.  2005.  「経済グローバル化の下でのブラジル

鉄鋼業再編」（『ラテン･アメリカ時報』2005 年 12 月

号） http://www.bizpoint.com.br「桜井ブラジル評論コ

ーナー」に収録. 
内多 允.  2007.  「中南米の鉄鋼産業再編成動向」『季刊 

国際貿易と投資』2007 年春号. (財)国際貿易投資研究

所 http://www.iti.or.jp/kikan67/67uchida.pdf に収録. 

 

ラテンアメリカ参考図書案内②  

『鈴木悌一 ―ブラジル日系社会に生きた鬼才の生涯』 
鈴木 正威 サンパウロ人文科学研究所 529 頁 2007 年 7 月   

 
日本人のブラジル移住百年の歴史の中で異能の知識人として、比類なき学殖と実行力を

もって活躍した鈴木悌一（1911～96 年）は、弁護士として東山事業総支配人だった山本喜

誉司氏とともに戦時中にブラジル政府に没収された日本人の資産凍結を解除させ、日本移

民 50 周年記念の「ブラジル日系人実態調査」(1964 年)の中心として奔走し、またサンパ

ウロ大学構内に日本文化研究所を設立させ、初代所長となって学内に日本研究の拠点確立

を推進し、図書館の充実、紀要の刊行などに尽力した。また絵画に打ちこみ、画家の半田

知雄らが創設した日系コロニアによるサンパウロ美術研究会（聖美会）やコロニア文学会

の会長を歴任するなど、日系社会の学術・文化の分野で大きな業績を残した。 

 本書は、自身もブラジルでの日本語普及等文化活動に努め、人文研の理事である著者に

よる渾身の伝記であり、経済的成功に背を向けブラジルと日本を文化で結ぼうと、日本人

を代表する如き気迫を持って行動した鬼才の生涯を詳細に伝えている。 
 
 （本書は、"ブラジル日本人移民百周年記念「人文研研究叢書」第 6 号"として発行されたもので、

市販はしていないが、サンパウロの人文研 centro-nipo@terra.com.br もしくはブラジル日本商工会議

所事務局 secretaria@camaradojapao.org.br が受託頒布している。本代 50 レアル）    
 〔桜井 敏浩〕
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